
○筑波山（標高：女体山877m、男体山871ｍ）は、

日本百名山の中ではいちばん低い山で、水郷筑波国

定公園に指定されています。山頂へは、ケーブル

カーとロープウェイも運行しているので、体力に応

じて登山のコースを選ぶことができます。

概要

○御幸ヶ原コース(筑波山神社～御幸ヶ原)
・筑波山神社からケーブルカー沿いに続き、樹齢数百年の
杉の巨木群と出会える定番コース
距離：約2.0km 標高差：約610m 登り：約90分
下り：約70分

○白雲橋コース(筑波山神社～女体山頂)
・奇岩怪石スポットが点在する筑波山満喫コース
筑波山神社から酒迎場分岐，弁慶茶屋跡地から女体山頂
へと向かう登山道
距離：約2.8km 標高差：約610m 登り：約110分
下り：約95分

○おたつ石コース～白雲橋コース(つつじヶ丘～
女体山頂)
・つつじヶ丘からロープウェイ沿いに続く登山道。弁慶茶
屋跡地から白雲橋コースを経て女体山頂へと向かうコー
ス。山頂近くにある奇岩怪石群が見どころ。
距離：約1.8km 標高差：約330m 登り：約80分
下り：約70分

主な見学スポットの紹介

・山頂近くには樹齢800年ほどにもなる巨木の

「紫峰杉」や「ガマ石」、また、白雲橋コー

スには今にも落ちそうな頭上の岩に弁慶も躊

躇したという「弁慶七戻り」などのパワース

ポットが数多くあります。

主な登山コースの紹介

○女体山御本殿付近の見晴らしのよい岩場には、国土

地理院の前身である陸地測量部が埋設した一等三角

点「筑波山」があります。この

一等三角点は「筑波山」の標高

を求めるのにも使われました。

一等三角点の紹介

○筑波山神社（つくばさんじんじゃ）

・筑波山神社は、万葉の昔より信仰の対象と崇

められてきた関東の霊峰「筑波山」を御神体

として仰ぎ、伊弉諾尊と

伊弉冊尊の2柱を御祭神

とて祀る山岳信仰の全国

屈指の古社です。

○パワースポット

位置

○筑波山は、つくば市・石岡市・笠間市・桜川市・

土浦市・かすみがうら市の６市にまたがっています。

宮脇駅 筑波山頂駅(片道8分) つつじヶ丘駅 女体山駅(片道6分)

左：男体山 右：女体山

女体山頂から研究学園都市方面
を望む

紫峰杉 ガマ石 弁慶七戻り

一等三角点「筑波山」

三角点の名称や場所等が記さ
れている「一等三角点の記」

地理院地図：色別標高図

ケーブルカー ロープウェイ

つ く ば さ ん

○梅林（ばいりん）
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・筑波山中腹にある梅林には約

1,000本の白梅・紅梅が植え

られています。
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※（一社）つくば観光コンベンション協会HPの筑波山パワースポットを参考に作成

筑波山のパワースポット（一部）紹介
筑波山神社（つくばさんじんじゃ）

夫婦和合・良縁祈願の御
利益を頂戴。筑波山神社
は、関東の霊峰「筑波
山」を御神体と仰ぎ、約
３千年の信仰の歴史を有
する古社で、境内は中腹
の拝殿より山頂を含む約
３７０㏊におよび、山頂
からの眺望は関東一円に
およびます。

紫峰杉（しほうすぎ）

推定樹齢８００年の巨木。近くには男
女川（みなのがわ）が流れ、せせらぎ
と迫力ある巨木に癒やされるスポット
です。

ガマ石（がまいし）

元来「雄龍石」といい、傍ら
には「雌龍石」もあり、その
尾は霞ヶ浦に達すると言われ
ている。一般には、永井兵助
がこの石の前で「ガマの油売
り口上」を考え出したことに
より「ガマ石」と呼ばれ口の
中に石を投げ込むと金運があ
がると言われています。

北斗岩（ほくといわ）

天にそびえたつ岩で、天
空に輝く北斗星のように、
決して動かないことを意
味しています。その脇に
は祭神の月読尊（ツクヨ
ミ）を祀る筑波山神社の
摂社「小原木神社」があ
ります。

裏面大黒（りめんだいこく）

打ち出の小槌で有名な
大黒様がその名のとお
り大きな袋を背負って
いる後姿に見える岩で
す。

元来「熊野の鳥居石」といい
船玉神を祀る。筑波山の修験
者が２つの石の間を通し、、
紀州熊野を遙拝した。一般に
は、石の姿が出船と入船が並
んでいるようみえることによ
り現在のように呼ばれていま
す。

出船入船（でふねいりふね） 弁慶七戻り（べんけいななもどり）母の胎内くぐり（ははのたいないくぐり）

筑波山禅定（修験の行）の
行場の１つで本来は岩の上
部の穴より下へ抜ける。行
を重ねこの岩を抜けること
によって母より生まれたこ
とと同じ意味を持ち、穢れ
のない姿に立ち返ることが
できると言われています。

元来「石門」といい、聖界
（髙天原）と俗界（現世）
を分ける門であるといわれ、
大変神聖な場所とされる。
現在の呼び名は、豪傑の弁
慶でさえも、頭上の岩が落
ちてくるのではと７度も後
ずさりしたことによる。
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出典：（一社）つくば観光コンベンション協会

筑波山のパワースポット（一部）紹介


